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新一年生として、新たな学校生活が始まる
村内各小中学校で平成 29 年度入学式挙行
　村内各小中学校で４月７日、平成 29 年度入学式が挙行されました。
　今年度は小学校 90 人、中学校 71 人、合計 161 人の新入生が期待
と不安を胸に新たな学校生活をスタートさせました。

　

千
歳
平
小
学
校
で
は
17
人
の
新

入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

式
典
が
始
ま
る
と
５
、６
年
生

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
手
を

引
か
れ
た
新
入
生
た
ち
が
入
場
。

恥
ず
か
し
そ
う
に
は
に
か
み
な
が

ら
入
場
す
る
新
入
生
た
ち
を
、
在

校
生
や
保
護
者
た
ち
は
、
音
楽
に

合
わ
せ
手
拍
子
で
迎
え
ま
し
た
。

式
辞
で
澁
田
健
太
校
長
は
「
目
に

は
見
え
な
い
大
切
な
こ
と
を
探
す

た
め
に
学
校
の
勉
強
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
見
つ
け

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
児
童
を
代
表
し
て
岡
部
璃
緒

さ
ん
（
６
年
）
が
「
千
歳
平
小
学

校
に
は
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
学
年
関
係
な
く
仲
良
し
で

す
。
た
く
さ
ん
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
」
と
新
入
生
を
歓
迎
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
入
生
た
ち
は

壇
上
へ
。
緊
張
し
な
が
ら
も
元
気

よ
く
自
己
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
を
終
え
て
教
室
に
戻
っ
た

新
入
生
た
ち
は
「
算
数
を
頑
張
り

た
い
」「
得
意
な
縄
跳
び
を
も
っ

と
頑
張
る
」
と
笑
顔
で
話
し
、
学

校
生
活
に
心
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

70
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

泊
中
学
校
で
は
、
少
し
大
き
め
の

制
服
を
身
に
ま
と
っ
た
18
人
の
新

入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
中
田
孝
幹
校
長
が

「
心
を
磨
き
、
心
を
整
え
、
夢
や

目
標
を
持
っ
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
自
分
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
人
を
目
指
し
て
努

力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
生
徒
会
長
の
中

村
開
さ
ん
は
「
勉
強
へ
の
意
欲

と
助
け
合
い
の
心
を
持
ち
、
初

心
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
泊
中
を
良
く
す
る
一
員

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
そ
し
て
新
入
生
を
代
表
し

て
古
泊
可
衣
さ
ん
が
「
中
学
生

だ
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
支
え

て
く
れ
る
周
り
の
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
何

事
に
も
進
ん
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
と
誓
い
中
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

【
村
内
小
中
学
校
新
入
生
人
数
】

泊
小
学
校

尾
駮
小
学
校

南
小
学
校

千
歳
平
小
学
校

泊
中
学
校

第
一
中
学
校

第
二
中
学
校

千
歳
中
学
校

20
人

39
人

14
人

17
人

18
人

27
人

12
人

14
人

お兄さんに手を引かれ入場
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目標は予選１位通過

村の魅力、全国に発信

観光の活性化の一翼に

県代表チームの一員として全国大会へ

ろっかしょ応援大使を委嘱

六ヶ所村地域おこし協力隊  委嘱状交付

健闘を誓い、ガッツポーズする三國さん（中右）

応援大使に就任した原さん（後列左）、清水さん（後列右）
遠田さん（前列右）と戸田村長（前列左）

　泊スポーツ少年団の三國海藍さん（泊小４年）が３月 17 日、
村長室を訪れ、県代表として全国ホープス選抜卓球大会に出
場することを戸田衛村長に報告しました。
　同大会は都道府県対抗で５人のシングル戦を行って勝利数
を競う団体戦で、三國さんは県予選の４年生以下の部で優勝
し、代表入りを決めました。
　三國さんは昨年の夏にも全国大会へ出場しており、今回が
2 度目の全国大会出場で「目標は予選を 1 位で通過する事で
す」と意気込みを語りました。戸田村長は「昨年の全国大会
出場経験を活かして自信持って頑張ってきてください」と激
励しました。

　村は３月 22 日、村のイメージアップおよび産業・観光振
興を図るため、村に縁のある４人に「ろっかしょ応援大使」
を委嘱しました。
　応援大使に就任したのは、室蘭工業大学教授の清水一道さ
ん（室蘭市在住）、フリーアナウンサーの遠田恵子さん（東
京都同）、日本政策投資銀行の原幸宏さん（高松市同）、東北
大学大学院教授の高橋信さん（仙台市同）の４人。委嘱状交
付式には、仕事の都合で欠席となった高橋さんを除く３人が
出席しました。応援大使の皆さんは今後、応援大使の名刺配
布などで村のＰＲをしていく予定です。
　戸田衛村長は「村にはエネルギー関連施設のほか、豊かな
自然環境、農・海産物などの特産品がたくさんある。村の知
名度アップなどにお力添えをお願いします」と話しました。

　六ヶ所村地域おこし協力隊の委嘱状交付式が４月３日、村
長室で行われ、青森市出身の杉本愛さんに対し、戸田衛村長
から委嘱状が交付されました。
　村にとって第１号の隊員となる杉本さんには、地域の人が
気づかない村の良さや資源を発掘しながら、特産品の販売促
進やＰＲ活動など、主に観光関係の活動に携わっていただき
ます。
　委嘱状を交付された杉本さんは「村のイベントなどに携
わっていきたい。村ならではの魅力を引き出していきたい」
と述べていました。

戸田村長㊧と握手する杉本さん㊨

Ｔopics & NewsろっかしょＴopics & Newsろっかしょ 村内で行われた催しやできごとを
取材して 皆さんにお届けします
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